
 

　このたびのＡＴＡＣニュース　創刊を記念して、今年12年目を
迎えたＡＴＡＣ事業の企画から設立までの苦労はもとより、
その後の成長に献身的な努力を続けられＡＴＡＣの生みの親であ
り育ての親として今日まで、ＡＴＡＣとともに歩んでこられたお
二人に対談していただくことにしました。

場　所　（財）大阪科学技術センター会議室 日　時　平成１４年８月３０日午後５時

約1時間の対談を収録し、ATAC 
ニュース編集委員が要点をまとめ
ました。

荒川：本日はお忙しいところ、貴重なお時間を割いて
いただき有難うございます。大阪科学技術センター
の30周年記念事業として平成3年4月にスタートし
たＡＴＡＣの設立当初から現在に至るまで、大変お
世話になっている小倉社長にＡＴＡＣの今後も含め
てお話を伺いたいと対談を企画した次第です。

小倉：ＡＴＡＣはＭＡＴＥ研究会（大阪科学技術セン
ターの中小企業異業種交流会）
の提案で設立されましたが、当
時私がＭＡＴＥ研究会の代表幹
事をしており、若手育成・表彰
制度などの企画もありましたが、
ＯＢ技術者のさまざまなノウハ
ウを中小企業に生かそうという
ＡＴＡＣ設立の案にすんなり決

まり、計算どおりうまくいかなかったらどうしよう
とたいへん責任を感じました。

荒川：ＡＴＡＣの発足以来、今日までたいへんお世話
になり、おかげさまで委員会など組織面でも充実し
てきましたが、当初のがむしゃらさが薄れているよ
うにも思いますが、小倉社長から見られてどうですか。

小倉：私の会社はＡＴＡＣ発足以来、途中1～2年途
切れただけで、ずっとお世話になっていますが、今
までは個人的なお付き合いの形だったのが、だんだ
ん業務も拡大してくると、これからＡＴＡＣはどう
されるのか気になっています。このまま拡大されて

いくと、顧客の中で同業者とのぶつかりも出てくる
でしょう。

荒川：ＡＴＡＣ会員数は30人以
上に拡大することは考えてい
ません。そのためＡＴＡＣ・
ＭＡＴＥ奈良やＡＴＡＣ・Ｍ
ＡＴＥ岡山ができ、次はＡＴ
ＡＣ・ＭＡＴＥ和歌山ができ
ます。それを含めるとＡＴＡＣの活動は拡大します
が、本体は増やしません。

　　同業他社からの引き合いもいろいろ来ていますが、
私は同じテーマならお断りしますが、テーマが違え
ばお受けしても良いと考え、ルールを作っています。

小倉：そういうルールがあれば、われわれも安心して
お願いできます。また、30人の規模は増やさない
と聞いていますが、後継者の問題はどう考えておら
れますか。

荒川：差し当たり後継者の問題もありますが、当分は
皆元気ですよ。

小倉：当社へ来ていただいている方も元気で、はりき
って仕事を面白くやっていただいているのが、一番
有り難いことです。技術ばかりでなく、人材教育ま
でやっていただいて、満足しています。

荒川：ほかにＡＴＡＣへのご注文はございませんか。
小倉：特にお願いすることはありませんが、ＡＴＡＣ
にはできるだけ具体的なテーマを出してお願いする
ようにしています。そうすれば、ＡＴＡＣはすべて
解決していただけるので助かっています。

荒川：本日は有難うございました。これからもＡＴＡ
Ｃをよろしくお願いします。　　　　　　 （以上）
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社　長　小倉　義生氏
　　　　　副会長　荒川　　守正対談者 太陽刷子株式会社

（財）大阪科学技術センターＡＴＡＣ


